
名古屋青年税理士連盟は、名古屋
市とその周辺地域で活躍する若手
税理士を中心とした、550名を超え
るメンバーで構成される任意団体
です。税理士として仕事をしなが
ら、税理士制度や税法の研究各種
研修会の開催により自己研鑽に励
み、また懇親会を通じて会員同士の
親睦を深めるとともに、税理士会の
発展並びに税理士の社会的地位の
向上を目指して活動しています。

　皆さんこんにちは。第57代名青税会長に就任しました、東支部（本会昭和支部）の木下晃
良と申します。令和5年5月13日に開催した定時総会には、会場とオンラインで多くの会員
に参加していただきました。多くの質問をいただき、あらためて期待の大きさを感じました。
皆さんの期待に応えられるように、今年度も有意義な活動をしていきたいと思います。
　私は平成27年に名青税に入会し、研究部に入りました。その後も部、委員会、役など名青
税での活動を通して、多くの仲間と出会い、色々な経験をすることができました。仕事やプラ
イベートの相談ができる仲間や、尊敬する税理士や目標にしたい税理士ができたことは、自
分にとってかけがえのない財産です。
　コロナ禍により制約を受けながら活動する時期が続きました。
その中でも諦めずに工夫を重ねて活動を続け、またその活動
を応援し、そして名青税に魅力を感じて入会された皆さん、
今年度は待ちに待った、やっと活動がしやすい状況になりま
した。ここに至るまでに培った経験や技術を活かすとともに、
これまで以上に楽しく賑やかに交流ができることを楽しみに
しています。
　名青税の目的は「会員相互の親睦」「税法、その他の研修」
「税理士会の発展並びに税理士の社会的地位の向上」です。同
じ税理士の仲間と親睦を深め、意見を交わし、困ったときは相
談し合い、ともに助け合える環境があります。そんな
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中で生まれる相互研鑽は、受け身では得られない貴重な経験となり、税理士として今以上に
成長することができます。その成長を活かすことで社会に貢献することができ、税理士の社
会的地位の向上に繋がります。またその経験をお互いに共有することで、さらなる相互研鑽
ができる好循環が生まれます。
　税理士は、仕事や生活に密接に関係する重要な相談を受けることが多くあります。人生の
相談役になると言っても過言ではありません。税理士が良いアドバイスができれば、関わった
人の人生を豊かにすることができます。税理士一人一人が経験と知識を蓄え、人として成長
することで、世の中を良くすることができるはずです。
　「AIによって無くなる仕事」に、税理士が挙がることがあります。税理士は無くなる仕事で
はないと思っていますが、それでも税理士がそういった話題に上ることに危機感と寂しさを
感じています。
　世の中が税理士の存在に価値を感じなくなれば、税理士という仕事は無くなってしまうか
もしれません。また、「将来無くなる仕事」であるとの認識が広がり、税理士の仕事に魅力を
感じられなくなれば、税理士の志望者が減っていき、やはり税理士という仕事は無くなってし
まうかもしれません。
　今後も税理士が必要とされ、より発展していくためには、先を見据えた議論と、税理士一人
一人の成長が欠かせません。みんなで切磋琢磨して、助け合って、ともに成長していきましょ
う。そのための場を提供していきたいと思います。
　様々な活動を通して会員同士の繋がりを持つことができるのが、名青税の良いところです。
　名青税は人と経験の宝庫です。多くの仲間と出会い、色んな経験をしてください。それが
皆さんの一生の財産となれば幸いです。
　一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 東支部 木 下 晃 良
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　今年度、制度部長を務めさせていただくことになりました東支部の各務豊と申します。
入会から昨年まで厚生部一筋でしたが、初めて制度部として活動させていただきます。
　今年度の研究テーマは「書面添付制度」についてです。令和３年事務年度国税庁
実績評価書を見ると相続税では添付割合が２０％を超えるものの、所得税と法人税で
は１桁代と添付割合が低く、周りに聞いてみても一部の顧問先でしか提出していないと
言われる方がほとんどです。
　制度のメリットデメリット、添付割合を上げるための方策、今後の税理士業界でこの制
度はどうなっていくのかなど様 な々視点から考えていきます。
　部員の皆様と力を合わせて楽しく制度部の活動を進めていきたいと思います。１年
間どうぞよろしくお願い致します。

　今年度、組織・広報部長を拝命いたしました、熱田支部の川口大輔と申します。前年
度は同部の副部長をひっそりと務めさせていただきましたが、この度まさかの昇格人事
により部長の大役を仰せつかり、改めて身の引き締まる思いです。
　今年に入ってからはコロナ禍の影響も薄れつつあり、今後各種行事を対面で実施す
る機会がさらに増えると思います。組織・広報部が例年大学で行っている税理士職業
セミナーも、しっかりと対面で行う予定です。皆様にはイベント事のたびに広報誌用の原
稿のご寄稿をお願いすることになると思いますが、賑やかで活気のある広報誌作りのた
め、ひいては広報誌を通じて名青税の魅力を存分に発信するため、この一年間何卒お
力添えをお願いいたします。

　今年度、厚生部長を務めさせていただきます、中村支部の田畑達也と申します。
　昨今の名青税の厚生行事は、コロナ禍で制限がある中でも少しずつ開催されるよう
になり、既存会員・新入会員の交流が徐々にできるようになってきました。今年度もまたコ
ロナウィルスの状況によりますが、その状況の中で最大限楽しめる厚生行事を開催でき
るよう、部員一丸となって企画・運営してまいりたいと思います。夏季懇親会・ゴルフコン
ペ・新入会員歓迎会と全ての行事を盛大に開催したいと思っておりますので、ぜひ、たく
さんの会員の方に厚生行事へ参加いただければと思います。
　1年間どうぞよろしくお願いいたします。

　

副会長

池田 大志（千種支部）

副会長

池田 大志（千種支部）

部長

小菅 祐介（中川支部）
副部長

岩田 賢司（中支部）

　今年度、総務部長を務めさせて頂くことになりました中川支部の小菅祐介です。
　総務部は、主に毎月行われる正副会長会・理事会の議案書作成等の準備､年一回
の定時総会の準備運営､名簿管理を行っております。今年度は、コロナウィルスが五類
に変更され、各部・委員会の活動が活発になると思います。今年度は、各部・委員会の
活動が円滑に運営できるようサポートすること、また多くの会員に参加して頂けるよう各
支部と連携することを心がけて活動したいと思います。
　名青税活動が円滑に滞りなく進められるように、総務部一同、精一杯頑張ってまいり
ます。一年間どうぞよろしくお願い致します。

▼

総
務
部

部長

村上 裕（東支部）

　東支部の村上裕と申します。今年度は経理部長を務めることになりました。
　経理部では、皆様からの会費を集め、名青税の活動に活用し、資金管理や予算に
基づいて各部会の活動費を適切に分配しています。また、名青税の活動を充実させる
ために、企業様や団体様からの協賛金の募集も行っています。
　今年度は、コロナの制約が緩和され、以前のように活動が行えることを期待していま
す。皆様から預かった会費を有意義に活用できるよう、工夫していきたいと考えていま
す。ぜひ名青税の活動にご参加ください。一年間、よろしくお願いいたします。

▼

経
理
部

副会長

北村 徳志（千種支部）
部長

浅岡 篤史（昭和支部）
副部長

加藤 和也（中支部）
副部長

森陰 智大（東支部）

　今年度、研究部長を務めさせていただくことになりました昭和支部の浅岡です。
　研究部では11月に予定されている名青税シンポジウムに向けて部会で議論を重ね、
その成果を発表するとともに、研究結果を論文としてまとめることが主な活動です。今年
度の研究部は最近相続税に関するテーマが少なかったこと、また昨年４月に財産評価
基本通達総則６項に関する最高裁判決が出たこともあり、総則６項についての研究を
行うこととなりました。総則６項についてはその適用基準が不明瞭である点などが問題
点として指摘されており、判例等をもとに研究していく予定です。部会で他支部の会員
と話したり、意見を聞いたりすることもとても参考になると思います。興味のある皆さん、
是非ご参加ください！

▼

研
究
部

研究部長　浅岡篤史

経理部長　村上 裕

制度部長　各務 豊

組織・広報部長　川口大輔

厚生部長　田畑達也

▼

制
度
部

▼

組
織・広
報
部

部長

田畑 達也（中村支部）
副会長

大澤 輝高（昭和支部）
副部長

小林 智哉（千種支部）
副部長

小川 徹（中支部）

部長

川口 大輔（熱田支部）
副会長

中野 克俊（中村支部）
副部長

小倉 みどり（中支部）
副部長

佐久間 隆（中支部）

部長

各務 豊（東支部）
副会長

池田 大志（千種支部）
副部長

片野 晋次（半田支部）
副部長

安部 圭祐（中支部）

▼

厚
生
部

総務部長　小菅祐介
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　中支部の浅野要と申します。正会員のラストイヤーに名青税の
監事に選任され、光栄に思っております。
　この監事という役職の重みに改めて身が引き締まる思いでご
ざいます。
　「監事の役割は、会計監査と業務監査の両方です。会計監査
では予算書や決算書などの執行を精査し、業務監査では規約に
基づいた運営や総会で承認された事業の遂行をチェックするこ
とです。」と宮島元会長がおっしゃられていたので、名青税の活動方針の一端を担う理事会においても、活
発な議論が展開されるよう微力ではありますが、その一助となるべく努めて参ります。
　本年の監事は、北支部の宮島元会長と自分の二人で行っていきます。今年一年、どうぞよろしくお願い
いたします。 監事　浅野 要

　全青税委員長を拝命しました、中支部の
俵直人です。全青税委員長は全国青税で
検討されている問題等について、名青税の
意見を伝えるとともに、全青税の検討事項や
活動状況を名青税の会員へ伝えることが主
な活動です。また今年は、理事が一人でも
多く全青税理事会に現地参加して、名青税
とは違った全青税の雰囲気を感じてもらえるように努めてまいりま
す。全青税の理事会報告は名青税理事会での報告だけでなく、
ブログでも行っていきます。一年間宜しくお願い致します。

▼

全
青
税
委
員
長

俵 直人
（中支部）

　名青税18年目ラストイヤーに4年ぶりに名
古屋税理士会会務検討委員長を拝命しま
した。名古屋税理士会会務検討委員会は、
名古屋税理士会と名青税との更なる相互
理解及び両会の発展を目指していきます。ま
た名青税の意見が名古屋税理士会の会務
に反映されるように努めてまいります。一年
間宜しくお願い致します。

▼

名
古
屋
税
理
士
会
会
務
検
討
委
員
長

俵 直人
（中支部）

　今年度全青税シンポ発表委員長を仰せ
つかりました、中支部の増田と申します。全青
税シンポは昨年から全青税総会と同日に行
われることになりまして、スケジュールの都合
上研究部が発表するには間に合わないの
で、今年度から新たに委員会を作り、全青税
シンポの発表に挑むこととなりました。
　今年の全青税総会＆シンポジウムは8月6日（日）に行われます。内
容は昨年度研究部で研究した「暗号資産譲渡により発生する所
得の譲渡所得該当性の検討」について発表します。一生懸命発
表しますので皆様是非お越しください。よろしくお願いいたします。

▼

全
青
税
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表
委
員
長

増田 英晃
（中支部）

　研修委員長を拝命しました中支部の小
島啓嗣です。
　研修委員会は、コロナ禍で名青税活動の
多くが制限される中で、研修会の開催という
数少ないコロナ禍でも実施できる活動を提
供してきました。
　今年度はコロナ禍の制限が一部なくなり、
コロナ禍以前の名青税の活動に戻せそうな雰囲気が漂っており
ますが、引き続き会員の皆様へは有意義な研修会の提供を行っ
ていきたいと思いますので、開催する際には積極的なご参加をよ
ろしくお願いいたします。

▼

研
修
委
員
長

小島 啓嗣
（中支部）

　今年度、判例等研究委員長を務めさせ
ていただきます、東支部の深谷大輔です。
判例等研究委員会は、判例等の研究を通
じて税法及び関連諸法令の見識を深め、税
理士としての資質を高めることを目的として
おります。
　今年度も研究成果の発表の場として、例年
同様名城大学伊川ゼミ生とのディベート大会を予定しております。
　今年度はコロナによる社会的状況も落ち着き、対面での活動
をより活発に行うことができると期待しております。皆様と研鑽、交
流できることを楽しみにしております。

▼

判
例
等
研
究
委
員
長 深谷 大輔

（東支部）

　全青税全国大会・シンポジウム準備委員会と
いう期間限定の委員長の役を頂きました、東支
部の安藤宣貴です。来年は準備委員会から実
行委員会に名称が変わります。名称通り、実行
するのは令和６年８月です。２年間務めさせて頂
く役です。名青税で様 な々経験をさせて頂きまし
た。これで最後の役かな…。感謝の思いを込め
最高のものに仕上げたいです。それには皆さん
のご協力が必要です。第一に参加してください。
全国青税の活動を名古屋で開催します。全国青税のことを知る良い
機会です。何でもそうですが、参加しないと経験しないと善し悪しがわ
かりません。そして参加者が多いことで活気が湧いてきます。従って、
繰り返しますが、是非参加してください。来年のことですが、たくさんの
会員の皆様とお会いできるのを楽しみにしております。

▼
全
青
税
全
国
大
会・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
準
備
委
員
長

安藤 宣貴
（東支部）

　今年度中支部支部長を務めさせていた
だくことになりました。増田と申します。
　昨年くらいから徐々にアフターコロナの雰
囲気が漂いはじめ、今年はコロナ前と同じよ
うな活動ができるのかなと思っております。名
青税の活動を盛り上げるため、これまで先輩
方から受けた恩を返すためにも一生懸命頑
張りますので、一年間よろしくお願いいたします。

●

中
支
部
長

増田 英晃
（中支部）

浅野 要
（中支部）

▼

監
事

宮島 富久雄
（北支部）

　今年度、北支部の支部長を務めさせていた
だきます太田啓之と申します。
　青税に入会して6年目にして支部長という大
役が！自分でもなかなか早い出世ではないかと
思ったり思わなかったり……と冗談はさておき。
実は、私はコロナ禍において2年間、名青の研究
部の運営に携わっておりました。各支部の会員
の方 と々活動するのは有意義で充実した活動
だったのですが、非対面での活動を余儀なくさ
れ少々物足りないものを感じておりました。しかし、今年度は直接会って
話すことに制限がないことから、今まで抑えられてきた想いを解放して、
北支部では会員同士が直接顔を合わせて親睦を深めることができる
夜間研修、懇親会、研修合宿などを積極的に実施します！
どうぞ一年間よろしくお願いいたします。

▼

北
支
部
長

太田 啓之
（北支部）

　今年度、千種支部の支部長を務めさせて
いただきます寺西勇喜と申します。
　コロナ禍で思うように活動できなかった時代
は過ぎました。まずは何事も基礎が肝心です。
基礎を固めるためには千種支部でたくさんの
新入会員を増やし、より活気があり結束力の
高い支部にしていきたいと思います。
　そのために例年以上の実務研修会の開催
や、会員相互はもとよりその家族間での懇親
にも力を入れ、その企画・運営に尽力するつもりです。
　もちろん、木下会長を支部としても盛り上げていく所存です。
　あっという間の一年間になると思いますが、どうぞよろしくお願い
いたします！

●

千
種
支
部
長

寺西 勇喜
（千種支部）

　東支部支部長を務めさせていただきます
水野貴郎です。昨年度は経理部長としてお
世話になりました。今年度は支部長として名
青税と東支部の架け橋となるよう努力いた
します。
　東支部は、この数年間新型コロナウイル
スに配慮して活動を自粛しておりました。現
在は５類感染症に移行し、状況が落ち着い
てまいりましたので、以前のような活発な活動を行いたいと思いま
す。会員同士のつながりを一層深められるよう頑張りますので、
みなさまのご参加をお待ちしております。一年間精一杯務めさせ
ていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

●

東
支
部
長

水野 貴郎
（東支部）

　昭和支部の支部長を務めさせていただきま
す神谷保宏と申します。
　昨年度から昭和支部では、新型コロナの状
況に配慮しつつ、研修旅行などイベントを再開
してきましたが、リアルで会って交流する大切
さを実感した1年でした。今年度も夜間研修や
バーベキュー会、研修旅行など様々なイベント
を計画しています。より多くの方々に楽しんで
いただけるよう準備していきますので、皆様の
ご参加を楽しみにお待ちしています。
　支部長として至らぬ部分もあるかと思いますが、昭和支部をより
良い形で次に繋げていくため精一杯努めてまいります。どうぞ1年
間よろしくお願い申し上げます。

●

昭
和
支
部

神谷 保宏
（昭和支部）

　今年度、中村支部の支部長を務めます平慎之佑
と申します。
　中村支部では例年、研修や名古屋中村税務署と
の意見交換会などを実施しております。今年度はよう
やくコロナ禍が明ける兆しが見え、ここ数年思うように
できなかった懇親活動にも力を入れようと思っており
ます。
　私は青税に入会して６年ほど経ちますが、青税を
通じて様 な々立場や考え方をお持ちの税理士の方と
接する機会を得られ、多くの刺激を受けることができています。
　未入会の方にもこのような青税の魅力を伝え、一人でも多くの方に加入して
もらえるよう活動していきたいと考えております。
　微力ではございますが、皆様のお力を借りながら精いっぱい務めて参りま
すので、一年間宜しくお願い申し上げます。

●

中
村
支
部
長

平 慎之佑
（中村支部）

　今年度名青税西支部の支部長を務めさせて
いただくことになりました加藤です。
　6年ぶり2度目の返り咲きになります。前回の支
部長の時に45歳まで定年が引き上げられて45
歳の最終年にまたこうして支部長の大役が回っ
てきたことも何かの縁を感じております。前回とは
仕事やプライベートでの状況は一変してしまいま
したが、前回の反省を踏まえつつできる範囲で精
いっぱい務めさせていただこうと思っております。
　西支部は正会員の数が毎年減少傾向にあり、執行部もここ数年代
わり映えがしません。青税の魅力を若手に積極的に伝えて一人でも多
くの正会員に加入してもらえるようにしていきたいと思います。至らない
点もたくさんあるとは思いますが、温かい目でご指導いただければ幸い
です。皆様、一年間どうぞよろしくお願いいたします。

●

西
支
部
長

加藤 常行
（西支部）

　今年度、半田支部の支部長を務めさせて
いただきます柳橋健と申します。
　3年前にも支部長を務めさせていただきまし
たが、コロナ禍でそれまでと同様の活動ができ
ずに１年が過ぎてしまいました。コロナ前の日
常に戻りつつある今年度は、会員同士がより
一層交流を深められる機会を提供できるよう
に、情報の発信や支部行事の企画などに取り
組んでいきたいと思います。
　また、青税の魅力を発信し、半田支部を盛り上げることによって、
少しでも多くの方に入会して頂き、名青税の発展に貢献できるよう
微力ながら精一杯頑張っていきたいと思っています。
　皆様１年間、どうぞよろしくお願いいたします。

●

半
田
支
部
長

柳橋 健
（半田支部）

　令和5年度、中川支部の支部長を務めま
す、渡邊誠と申します。
　入会以来、研究部の一兵卒としてシンポ
ジウムの寸劇に出演することくらいしか会の
活動に参加しておりませんでしたが、今年度
は支部長として積極的に会活動に参加しよ
うと意気込んでおります。
　今年度は、中川支部のスローガンとして
「スクラップ&ビルド」を標榜し、中川支部のさらなる活性化を目指
しております。
　果たして私が中川支部の破壊神となるのか、それとも創造主
となるのか、乞うご期待ください。1年間よろしくお願いします。

●

中
川
支
部
長

渡邊 誠
（中川支部）

　今年度名青税熱田支部の支部長という大役を仰
せつかりました加古 渉（カコ ワタル）です。
　私自身の紹介 ①所属税理士で勤務していた事
務所を喧嘩別れして開業 ②青税と並行して青年会
議所にも所属 ③今年２歳・３歳の子どもがいる。 ④全
く０からの開業で飛び込み営業から顧問先拡大
　こんな経歴で問題児が支部長になったパターンだ
と思います。
今年度の活動は「量より質」をテーマにしています。
他人を巻き込むのが一番難しいと思うのですが、研修や行事などたくさんの
方に参加をしていただけるように早めに案内、会員拡大においてもしつこいく
らいの声掛けをしていきたいと考えています。
　この１年品格ある青年税理士として誠心誠意支部長という役を務めます。
　先輩諸兄姉におかれましてはご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

●

熱
田
支
部
長

加古 渉
（熱田支部）

支部長
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　令和５年５月１３日（土）､名古屋青年税理士連盟第５８回定時総会が開催されました。今年の
定時総会も新型コロナウィルスを鑑み、会場とＺｏｏｍとのハイブリット方式での開催となりまし
た。新型コロナウィルスが季節性インフルエンザと同じ５類へ変更されたこともあり、会場参加
が多数となりました。そろそろコロナ前の状態に戻りつつあるのかなと感じました。
　定時総会は、大澤前総務部長の開会の辞から始まり、ご臨席いただいた全国青年税理士連
盟の山田隆一会長､岐阜青年税理士連盟の塚原政史会長、名古屋税理士会の尾崎秀明会長の
ご紹介があり、俵直人前会長最後の挨拶の後、議案の審議に入りました。議長は､半田支部山
本祥嗣会員でした。
　審議では、理事会運営方法についての指摘があり、この審議を通じて新役員候補者を含め
大きな気づきを得られたと思います。審議の後、無事に事業報告・収支報告が賛成多数で可決
されました。
　会長選出委員会より次期会長候補者の選出がされ、会場から溢れんばかりの拍手が起こり、

令和５年度名青税会長に東支部木下晃良会員が承認をされました。所信表明では、名青税に
参加するメリットを感じてもらえる活動を行っていきたい旨が語られました。名青税の活動を通
じて税理士の輪が広がることは、若手税理士にとって大変心強いものだと思いました。
　木下新会長より新役員の紹介があり､間に理事会を挟んだ後、事業計画・予算案の審議へと
移りました。審議では、事業計画や会員の増強についての議論が多くかわされていました。ま
た、このコロナ禍で活動ができなかったことによる次期繰越金の使い道について意見がありま
した。今後の課題となりましたが、会員が納得のできる有効な使い道を考えていかなければな
らないと感じました。議論の末、事業計画・予算案は、無事に賛成多数で可決がされました。
　前年は､コロナ禍にあっても可能な限り名青税活動を行うことができた俵前会長の所信表明
通りの一年間だったと思います。前執行部の皆様、一年間本当にお疲れ様でございました。

総務部長　小菅祐介

定時総会
第５８回

令和５年５月１３日（土）

場　所

ウインクあいち
Zoom

日　時

名青税ゴルフコンペ

前回の
コンペの
様子

MeiSeiZei Golf Competition

参加者

募集中！

令和5年9月30日（土） 午前８時３０分～日時

定光寺カントリークラブ 愛知県瀬戸市定光寺町1223会場

秋空の心地いい風に乗せて爽快ショット！

夏 り祭名青税

＊写真・イラストはイメージです

令和5年9月10日（日）　14時～17時日時

名古屋市中小企業振興会館
第1ファッション展示場
愛知県名古屋市千種区吹上二丁目6番3号

会場

今夏、名青税で祭り
を開催いたします！

　　皆様お誘い合
わせのうえ、ぜひご

来場ください。
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ANAクラウンプラザホテル大阪
大阪府大阪市北区堂島浜1‐3‐1

令和５年８月６日（日）
10:00より全国青年税理士連盟

第56回大阪大会

募集中
！新人会員

日 時

会 場 令和５年９月２２日（金）
１９時００分～２０時３０分日 時

「クラウドソフトとchatGPTの
有効活用について」テーマ

浜田 杏佑 氏講 師
ウインクあいち会議室
及び ＺＯＯＭ会 場

9月研修会

http://www.meiseizei.gr.jp/
公式WEBサイト

N F O R M A T I O NI

　5月13日の総会では、新型コロナウィルスが5類感染症に

分類されたこともあり、多くの皆様に会場にお集まりいただけ

コロナ前を思い出す活気あふれる総会となりました。

　コロナは終息したわけではありませんが、ここ数年、暗中模索の中を皆

さまが柔軟に活動を進化・継続してくださったおかげで、本号も発行するこ

とができています。この場をお借りして御礼申し上げます。

　近年、デジタルトランスフォーメーション（DX）が急速に進展していま

す。デジタル技術の進歩は我々の仕事にも大きな影響を与えており、新た

なチャンスや可能性が広がっています。私たち税理士としても、DX化を活

用して業務効率化や付加価値の向上を図る必要があると考えています。

私個人としましても、会員の皆さまの成長と業界の発展を支援できるよう

精進してまいります。新年度もよろしくお願いいたします。　

組織・広報 副部長　佐久間 隆

　名青税では45歳以下の会員を中心に研修を行ったり、懇親を
深めたりしています。近々開催予定の行事もありますので、興味
を持たれたらぜひご参加ください。身近な名青税会員に声をかけ
ていただいてもよいですし、名青税ホームページからお問合せい
ただいても結構です。よく学び、よく笑って、楽しい仲間づくりをし
ませんか?

　広報誌「MeiSeiZei」では私たちの活動をできる限り掲載しています。また名
青税ホームページ・名青税ブログでも、日々の名青税の活動をご紹介しています。
　気になった方は、ぜひページ右下のQRコードから名青税公式サイトをチェック
してください！

編集
後記

名 古 屋 青 年 税 理 士 連 盟

〒464-0067 名古屋市千種区池下一丁目8-18 仲田ビル1F

編集責任者／組織・広報担当副会長  中野 克俊
発　行　所／名古屋青年税理士連盟  組織・広報部
印　刷　所／有限会社  真清社

入会の
お申込みは
こちら

名青税では新人会員を募集しています


